
様式第 2号の 1-① 【(1)実務経験のある教員等による授業科目の配置】

※大学・短期大学。高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第2号の1
-②を用いること。

学校名 長崎女子短期大学

設置者名 学校法人 鶴鳴学園

1.「実務経験のある教員等による授業科目」の数

学科名 コース名

夜間・

通信

制の

場合

実務経験のある

教員等による

授業科目の単位数

省令

で定

める

基準

単位

数

酉己

置

困

難

全学

共通

科 目

学部

等

共通

科目

専門

科目
合計

生活創造学科

栄養士コース
夜 ・

通信

2

4

8 14 7

ビジネス・医療秘

書コース
夜 。

通信
24 30 7

幼児教育学科

夜 。

通信
29 31 7

夜 ・

通信

(備考)

2.「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法
【実務経験のある教員等による授業科目の一覧表】
https!//脚.nagasaki―loshi.ac.jp/n_i vp/wp―content/themes/n_i―

theme/conll on/pdf/hutanke■ gen―pdf001-2023-02,pdf

3.要件を満たすことが困難である学部等
学部等名

(困難である理由)

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/hutankeigen-pdf001-2023-02.pdf


様式第 2号の 2-① 【12)一①学外者である理事の複数配置】

※ 目立大学法人 。独立行政法人目立高等専門学校機構 。公立大学法人 。学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第 2号の2-②を用いる
こと。

学校名 長崎女子短期大学

設置者名 学校法人鶴鳴学園

1.理事 (役員)名簿の公表方法
学 人鶴嗚学園 理事・監事名簿】httpsI〃― .nagasaki― joshi.ac,jp/nj wp/wp―

content theale

2.学外者である理事の一覧表

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期

担当する職

務内容

や期待する

役割

非常勤 百貨店会長

2022.10.1

2024.9.30

企業人の立場から経営に関するア ドバ

イス

非常勤
不動産会社社

長

2022.10,1

2024.9.30

企業人の立場から経営に関するア ドバ

イス

非常勤
自動車学校社

長

2022.10。 1

2024.9.30

企業人の立場から経営に関するア ドバ

イス

(備考)

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/director_list_r5_01.pdf


様式第2号の3【 (9厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】

学校名 長崎女子短期大学

設置者 .々 学校法人鶴鳴学園

O厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要
1.授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法
や基準その他の事項を記載した授業計画書 (シラバス)を作成し、公表し

ていること。
(授業計画書の作成・公表に係る取組の概要)

シラバスは、教務委員会が定める作成要領に基づき科日ごとに授業担当者が学

務システムにより作成する。各授業科目のシラバスは、組織的に適切なチェック

を経た上で公開するものとする。チェック後のシラバスは、本学公式ウェブサイ

トで公開するとともに、教務課窓日、図書館、学科・コースの準備室等で閲覧で

きるよう、学内で簡易製本する。

授業計画書の公表方法
【シラバス】
http://wvw.nagasaki一 joshio ac._ip/syllabus/

2.学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、
学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。
(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

長崎女子短期大学学則第 25条第 1項の規定に基づき、1の授業科目を履修した

学生に対し、試験その他の方法により学修の成果を評価 して単位を与える。

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/syllabus/


3.成績評価において、GPA等の客観的な指標を設定し、公表するとと
もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。

(客観的な指標の設定 。公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要)

長崎女子短期大学履修規程第 16条の規定に基づき、成績評価に対し次の表の定

めるところによリグレー ド・ポイント (以下「GP」 という。)を付与する。付与し

た GPの平均値によるGPAを算出することによつて、総合的な学修達成度を評価す

る。

成績評価 評語 GP

90点～100点 S 4

80点～89点 A 3

70点～79点 B 2

60点～69点 C 1

59点以下 F
0

脱落 W

GPAは、当該学期における学修の状況及び成果を示す指標とする「学期 GPA」 及

び在学中の企期間における学修の状況及び成果を示す指標とする「通算 GPA」 に区

分する。学期 GPA及び通算 GPAは、それぞれ次の式により計算するものとし、小

数点第 3位を四捨五入し、小数点第 2位までを表示させるものとする。

学期 GPA=(当該学期の履修登録科目の GP× 当該授業科目の単位数)の合計/
当該学期の履修登録単位総数

通算 GPA=(入学時から当該学期までの履修登録科日の GP× 当該授業科日の革
位数)の合計/入学時から当該学期までの履修登録単位総数

成績評価及び GPAについては、COLLEGE LIFEに記載の上、これを学内専用サイ

トに掲載 して公表 している。

客観的な指標の

算出方法の公表方法

【COLLEGE LIFE 2023】

https.//wvw3 .nagasaki一

ioshi.ac. ip/intra/c01legeLife2023.pdf

4.卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して
いること。
(卒業の認定方針の策定 。公表 。適切な実施に係る取組の概要)

全学及び学科・コースごとに卒業認定・学位授与の方金十 (ディプロマ・ポリシ

ー )を 定 め、公 式 ウェブサイ ト及び COLLEGE LIFEで 公 表 してい る。

https://www3.nagasaki-joshi.ac.jp/intra/CollegeLife2023.pdf


卒業の認定に関する

方針の公表方法

【教育システム総覧】
httos://wvv.nagasaki ―i∩ Rhi. ac. ln/nl vЮ /wЮ―

content/ themes/ni―

theme/cotlmon/pdf/education_system F5。 pdf

【COLLEGE LIFE】

httpsi//wvw3,nattasaki―

loshi.ac. ip/intra/c011egeLife2023.pdf

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/education_system_r5.pdf
https://www3.nagasaki-joshi.ac.jp/intra/CollegeLife2023.pdf


様式第 2号の4-①【に)貝オ務・経営情報の公表 (大学・短期大学・高等専門学校)】

※大学。短期大学。高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第2号の4

―②を用いること。

学校名 長崎女子短期大学

設置者名 学校法人 鶴鳴学園

1.財務諸表等
財務諸表等 公表方法

貸借対照表
本学ウェブサイト上で公表
httpl//剛.nagasakと 一̀iOShi.aco jp/disclosure/

収支計算書又は損益計算書

財産目録

事業報告書

監事による監査報告 (書 )

2.事業計画 (任意記載事項)
単年度計画 (名称 対象年度 )

公表方法

中長期計画 (名称 対象年度 )

公表方法

3.教育活動に係る情報
(1)自 己点検・評価の結果

公表方法 :http://w即 .nagasaki― joshi.ac.jp/disclosure/

(2)認証評価の結果 (任意記載事項)

公表方法

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/


(3)学校教育法施行規則第 172条の2第 1項に掲げる情報の概要

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要

学部等名 生活創造学科
教育研究上の目的 (公表方法

n

httos.//www.nagasakユ ーloshi.ac. lo/nl v()/wっ 一

(概要)

O長崎女子短期大学学則
(教育研究上の目的)

第 5条 前条第 1項に規定する学科の教育研究上の目的は、次の各号に掲げると
おりとする。

(1)生活創造学科では、建学の精神と教育理念に基づき、常に向上心を持ち、
現代社会における豊かな生活の創造に寄与する者の養成を目的とする。

(2) (略 )
卒業の認定に関する方針 (公表方法

St

httos.//、― .nattasaki一 ac.ik)/ni v()/w()一oshi.

(概要)

生活創造学科各コースの教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されて

いる教育課程の科目を履修 し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単

位を修得した者。これにより社会に貢献できる資質を身につけた者に、短期大学

士の学位を授与する。また、所定の単位を修得した者に、所定の資格を授与す

る。

<栄養士コース>
栄養士コースの教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教育

課程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を修得

した者。これにより「食」の分野で社会に貢献できる資質を身につけた者に、短

期大学士 (栄養学)の学位を授与する。また、所定の単位を修得した者に栄養士
の資格を授与する。

<ビジネス。医療秘書コース>
ビジネス・医療秘書コースの教育日標と学修成果の到達目標に基づいて開講さ

れている教育課程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要

な単位を修得した者。これにより「ビジネス・医療」の分野で社会に貢献できる

資質を身につけた者に、短期大学士 (生活学)の学位を授与する。
荻 育課程 の編成及 び 実施 に関す る方針 (公表 方 法 :https:〃― .nagasaki―

oshi,ac ten at

(概要)

生活創造学科の各コースの教育日標と学修成果の到達日標および学位授与の方

針を達成するために、各コースが定める項目を教育課程の編成・実施の方針とす

る。
<栄養士コース>
教育目標 (学訓)と 学修成果の到達日標及び学位授与の方針を達成するために、

次の項目を教育課程編成・実施の方針として教育を実施する。

授業運営と成績評価は、学則及び各授業科日のシラバスに従つて実施する。各科

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/regulations2023.pdf
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/education_system_r5.pdf
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/education_system_r5.pdf


日と学修成果との関連及び系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ (リ ス ト型、

ツリー型)に示す。
1.「専門基礎」:長崎の食文化を学ぶ長崎食育学を含め、栄養士としての専門的な

知識や技術を身につける上での基礎的な知識・技能に関する科日で編成・実施す

る。

2.「社会生活と健康」:公衆衛生、社会福祉など、社会や環境と健康との関係理解

と、保健・医療・福祉・介護システムの概要に関する知識を涵養する科日で編成・

実施する。

3.「人体の構造と機能」:解剖生理学、生化学、運動生理学、病理学など、人体の

構造と機能、栄養との関わりに関する知識と技術を涵養する科日で編成・実施す

る。
4。 「食品と衛生」:食品と衛生に関する知識を涵養 し、食品の衛生管理に関する実

践能力を養成する科日で編成 。実施する。

5。 「栄養と健康」:栄養・食生活に関する基本的な知識と健康との関連について理

解を深め、ライフステージ別や病態に応じた栄養管理の実践能力を育成する科

日で編成・実施する。

6。 「栄養の指導」:公衆栄養学を基盤に、栄養教育指導についての知識と指導技術

を養成する科日で構成・実施する。

7.「給食の運営」:給食の経営管理に必要な知識と技術を身につけ、給食の運営に

関する実践能力を養成する科日で編成・実施する。

8.「ゼミナール」:主体的・自立的に学びを深め、食を通した社会貢献への実践カ

を高める科日として構成する。

<ビジネス 。医療秘書コ▼ス>
教育目標 (学訂1)と 学修成果の到達目標及び学位授与の方針を達成するために、

次の項目を教育課程編成・実施の方針として教育を実施する。

授業運営と成績評価は、学則及び各授業科日のシラバスに従つて実施する。各科

日と学修成果との関連及び系統的な科目構成は、カリキュラム・マンプ (リ スト型、

ツリー型)に示す。
1。 「総合ビジネスの領域」:ビジネスの現場で求められる総合的な能力に関する科

目で編成 。実施する。

2.「国際・観光の領域」:国際社会における文化や時事問題、観光に関する理解と

適応に関する科目で編成 。実施する。

3.「秘書 。一般事務の領域」:秘書や一般事務の職場で必要な能力に関する科日で

編成 。実施する。

途。「医療事務の領域」:医療事務や医療秘書の職場で必要な能力に関する科日で編

成 。実施する。

5。 「総合実践の領域」:実社会での就業体験と実践力強化を図る科日で編成
。実施

する。

入学者の受入れに関する方針 (公表方法 :https:〃― .nagasaki―

joshi.ac.`ip/intrOduction/about/#ukeire)

(概要)

【生活創造学科 栄養士コース】
1.他者を思いやる気持ちを持ち、何事にも誠実に取り組む意欲のある者
2.食に関する興味関心と、栄養士免許取得の基盤となる基礎学力があり、真摯な
態度で学ぶ心を持つ者

3.長崎の食文化を学び、伝承し、情報発信力を身につけて、社会貢献をしたいと

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/introduction/about/#ukeire


【生活創造学科 ビジネス・医療秘書コース】
1.他者を思いやる気持ちを持ち、ホスピタリティマインドを理解することができ
る者

2.基礎学力と素養があり、ビジネスや観光・医療等の分野を学ぶ姿勢を持ち続け
る者

3.ビジネスや観光・医療等の現場で、人の役に立ちたいという強い気持ちを持つ
た者

願 う者

学部等名 幼児教育学科
教育研究上の目的 (公表方法

lations2023.COn

httpsi//www,nagasaki― loshi.ac. 1【〕/nl wo/wっ一

t

(概要)

○長崎女子短期大学学則

(教育研究上の目的)

第 5条 前条第 1項に規定する学科の教育研究上の目的は、次の各号に掲げるとおり
とする。

(1) (略 )
(2)幼児教育学科では、建学の精神と教育理念に基づき、豊かな人間性と思いやり
の心を持ち、社会の平和と幸福に寄与する自立した保育者の養成を目的とする。

卒業の認定に関する方針 (公表方法 : httos.//― .nattasaki -loshi.ac. it1/ni wo/、 1的―

conten C educat

(概要)

幼児教育学科の教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教育

課程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を修得

した者6これにより「保育」の分野で社会に貢献できる資質を身につけた者に、
短期大学士 (幼児教育学)の学位を授与する。また、所定の単位を修得した者に
幼稚園教諭二種の免許と保育士の資格を授与する。

教育課程の編成及び実施 に関す る方針 (公 表方法 https://www。 ■agasa堆ユニ
educatOshi ac ten

(概要)

教育日標 (学訓)と 学修成果の到達日標及び学位授与の方針を達成するために、
次の項目を教育課程編成・実施の方針として教育を実施する。

授業運営と成績評価は、学則及び各授業科目のシラバスに従つて実施する。各科

日と学修成果との関連及び系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ (ジ ス ト型、

ツリー型)に示す。
1.「教科に関する科目」:保育の 5領域を学ぶ上での基礎的素養を養成する科日で

構成する。

2.「録育職の意義」:録育者の在り方・職業倫理を考える力を養 う科日で構成する。

3.「保育の基礎理論」:教育 。心理・福祉の基礎理論を学ぶとともに、自らの保育

観を見つめ直す科日で構成する。

4.「教育・保育課程及び指導法」:子ども理解に基づいた保育計画の立案 。実践・

自己評価を行 う上での基礎力を養 う科日で構成する。

5。 「ゼミナール」:主体的・自立的に学びを深め、自らの保育実践に応用できる科

目として構成する。

6。 「学外実習」:真摯に子どもと関わる中で、保育者として求められる知識・技能

を確認するとともに、多様な保育者との関わりの中で自らの保育観を見つめ直

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/regulations2023.pdf
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/education_system_r5.pdf
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/education_system_r5.pdf


す科日として構成する。

入学者の受入れに関する方針 (公表方法 :https:〃脚 .nagasaki―

_ioshio ac._ip/intrOduction/about/群 ukeirc)

(概要)

1.保育者として誠実な人柄と人間力を身につけるために、子どもや保護者を思い
やる心を持ち、協働にむけた努力を惜 しまない者

2.保育者としての高度な専門性 と創造力を身につけるための基礎学力と素養が
あり、保育について学ぶ姿勢を持ち続けることができる者

3.イ呆育者として地域社会に貢献する実践力を身につける努力を惜しまない者

②教育研究上の基本組織に関すること

公表方法 : htto://wwv.nattasaki― ioshi ac. lo/disclOsure/

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/introduction/about/#ukeire
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/


③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること

a.教員数 (本務者 )

学部等の組織の名称
学長・

副学長
教授 准教授 講師 助教

助手

その他
計

1人 1人

生活創造学科 2人 2人 3ム 1人 3人 11人

幼児教育学科 4人 2人 4ノ＼ 1人 0人 11人

b.教員数 (兼務者)

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計

0人 35赤 35人

各教員の有する学位及び業績

(教員データベース等)
′ム`表方法 : http:/ん w.nagasaki一 joshi,ac,jp/disclosure/

c.FD(フ ァカルティ・ディベロップメン ト)の状況 (任意記載事項 )

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること

a,入学者の数、収容定員、在学する学生の数等

学部等名
入学定員

(a)

入学者数

(b)

b/a 収容定員

(c)

在学生数

(d)

d/c 編入学

定員

編入学

者数

生活創造学

科

70人 59入 84.30/c 140人 102人 72.90/c 0人 0人

rムカ児教育学

科

100人 77人 77.0。/c 200人 168人 84,0。/c 0人 0人

合計 170人 136人 80,00/c 340人 270人 79。 40/c 0人 0人

(備考 )

b.卒業者数、進学者数、就職者数

学部等名
卒業者数

生活創造学

科 Q紙州
1人

(2.1%)

43人
( 91.5%)

3人

( 6.4%)
′ムカ児教育学

科 誌現州
0人

( 0%)
88人

( 96.7%)
3人

( 3,3%)

合計 占∴攪州 (

1人

3%)
131ム
( 94.9%)

6人

( 4,3°/。 )

(主な進学先・就職先)(任意記載事項)

(備考 )

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/


修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数 (任意記載事項)

学部等名
入学者数

mo均 |
人

%)(

人

( %)
人

%)(

人

( %)

(100°/。 ;付

人

%)(

人

( %)
人

( %)
人

%)(

合計
(100%;べ |

人

%)(

人

( %)
人

%)(

人

%)(

(備考)

⑤授業科日、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たつての基準に関すること

(概要)

【様式第 2号の3よ り再掲】
シラバスは、教務委員会が定める作成要領に基づき科日ごとに授業担当者が学務

テムにより作成する。各授業科日のシラバスは、組織的に適切なチェックを経

開するものとする。チェック後のシラバスは、本学公式ウェブサイ トで公開する

とともに、教務課窓日、図書館、学科・コースの準備室等で閲覧できるよう、学内

易製本する。

(概要)

【様式第 2号の3よ り再掲】
長崎女子短期大学履修規程第 16条の規定に基づき、成績評価に対し次の表の定

るところによリグレード・ポイント (以下「GP」 という。)を付与する。付与した

平均値によるGPAを算出することによつて、総合的な学修達成度を評価する。

成績評価 評語 GP

90点～100点 S 4

80点～89点 A 3

70点～79点 B 2

60点～69点 C 1

59点以下 F
0

脱落 W

GPAは、当該学期における学修の状況及び成果を示す指標とする「学期 GPA」 及

中の全期間における学修の状況及び成果を示す指標とする「通算 GPA」 に区分する。

GPA及び通算 GPAは、それぞれ次の式により計算するものとし、小数点第 3位

捨五入し、小数点第 2位までを表示させるものとする。

学期 GPA=(当該学期の履修登録科日の GP× 当該授業科目の単位数)の合計/当
学期の履修登録単位総数



通算 GPA=(入学時から当該学期までの履修登録科目の GP× 当該授業科日の単位
数)の合計/入学時から当該学期までの履修登録単位総数

成績評価及び GPAについては、COLLEGE LIFEに記載の上、これを学内専用サイ トに

掲載 して公表 している。

学部名 学科名
卒業に必要となる

単位数

GPA制度の採用
(任意記載事項)

履修単位の登録上限

(任意記載事項)

生活創造学科 62単位 有・無 単位

幼児教育学科 62単位 有・無 単位

単位 有・無 単位

単位 有・無 単位

GPAの活用状況 (任意記裁事項) 公表方法

■生の学修状況に係る参考情報

(任意記載事項)
公表方法

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること

公表方法 httD://WWwo nattasaki― _i 1.ac. lo/disc10sure/

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/


学部名 学科名
授業料

(年間)
入学金 その他 備考 (任意記載事項 )

生活創造

学科
72万
「

22万
「

22万
「

幼児教育

学科
72万 FE 22万円 22万【

「
円

「
円 円

「

③授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること
ュ.学生の修学に係る支援に関する取組

(概要)

本学独自の奨学金・減免制度を設定し、学生の修学を支援している。

⊂)小島奨学金制度 A免除 1年次年間授業料の 50%免除 (1学年  4名程度)
B免除 1年次年間授業料の 25%免除 (1学年 15名程度)
C免除 入学金半額免除      (1学 年 20名程度 )

O学生寮費減免制度 寮費後期分の免除 (1学年 15名程度)
O社会人特別奨幸生制度 入学金半額の免除 (該当者全員 )
O同時在学授業料等減免制度 同年度に姉妹 。双子等在学の場合姉の授業料を減免
(該当者全員 )

○経済支援奨学金制度 家計の主たる支持者の失職等による就学の困難な者の授業
料の半額を減免 (3名程度)

○同窓会子女奨学金制度 本学同窓会員 (母・祖母・姉)の子女に 10万円の奨学金
を支給 (8名程度)

O同窓弥生会特別奨学金制度 2年次の成績優秀者に 5万円の奨学金を支給 (4名程
度 )

b。 進路選択に係る支援に関する取組

(概要)

各学科コースにおいてキャリア支援担当者を複数名配置し、キャリア支援センタ

ー (学内に独立して設置)と タイアップを行い、情報や資料の提供、各種適性検査

等、計画的に行つている。就職決定まで面倒を見ることを基本としており、卒業の

ギリギリまであるいは卒業後も指導を加えている。

3.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

(概要)

学生相談室を設置し、学生の心身の悩みを聞く体制を整えている。学生相談室に

おいては、担当者 4名 が交互に学生の相談に応 じている。さらに臨床心理士の資格

を持ったもう 1名 の教員が特別専任 として、特定の曜日に勤務 し、教育相談に専門

鞠見地から臨んでいる。

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法

公表方法 : http./ん脚.nagasaki― joshi.ac,jp/disclosure/

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

122人

後半期

57人

39人

14人

-

学校名

設置者名

長崎女子短期大学

学校法人　鶴鳴学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

65人

37人第Ⅰ区分

学校コード F242310111264

（備考）

内
訳

16人

12人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

122人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

5人 4人 1人

0人 0人

- - -

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 21人 10人 11人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

21人 - 11人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


